
 

 

 第 9回 9月 18日（水） 
岐阜大学口腔外科インプラントスタディークラブ 
 
 
日付:    2024 年 9 月 18 日（水） 
場所:   岐阜大学医学部 病院多目的ホール（1F） 
学内案内図 | 国立大学法人東海国立大学機構 岐阜大学 (GIFU-U.AC.JP) 
時刻:    20:00〜22:00   

                                                
吉見 涼子（西濃厚生病院 歯科口腔外科） 
「抜歯後、人工材料により骨造成を行いインプラント治療を行った症例」昨今、インプラント治療
用の骨補填材が認可され、使用されるようになってきた。症例を提示し、人工材料による骨造成、
インプラント治療の有用性について、適応しやすい症例を提示しながら、検討してみたい。 
 
片桐 渉（岐阜大学大学院医学系研究科感覚運動医学講座口腔外科学） 
「自家骨移植によりインプラント治療を行った症例」インプラント治療における骨増生において
GOLDEN STANDARDと言われる自家骨移植ですが、骨補填剤の進化やインプラント治療への認
可などを背景に行われる機会が減ってきました。そのような中、自家骨移植によりインプラント治
療を行った症例を数例報告させていただき、今、改めて自家骨移植の有用性についてディスカッシ
ョンできれば良いと思います。 
 
山田 陽一（岐阜大学大学院医学系研究科感覚運動医学講座口腔外科学） 
「トラブルシューティング症例」インプラント治療を行う上において、さまざまなトラブルに直面
することがある。予期しないものや、考えられるものなど、術前に検討しておくことも重要である。
また、それぞれに対してどのように対応していくことがあるか、症例を上げて検討してみたい。 

 

参加申し込み、問い合わせ先    e-mail:    gifudai.implant@gmail.com (担当 松浦)                      
6月 16日（日）までに参加者名、医院名を上記メールアドレスまでお知らせください(PC メールアドレスにて)          

https://www.gifu-u.ac.jp/campus_map/
mailto:gifudai.implant@gmail.com

	参加申し込み、問い合わせ先    e-mail:    gifudai.implant@gmail.com　(担当 松浦)　                     6月16日（日）までに参加者名、医院名を上記メールアドレスまでお知らせください(PCメールアドレスにて)

